
香粧会誌　Vol. 36 No. 3 （2012）208

〈シンポジウム I〉

『皮膚の機能を知る～皮膚科学研究の最新情報～』

皮脂腺に関する最新知見
赤 松 浩 彦

Latest Update on Sebaceous Gland

Hirohiko AKAMATSU

Abstract
By recent development of stem cell research, it is speculated that stem cells or progenitor cells may exist in sebaceous 

glands, and thus sebum secretion is constantly controlled. Taken together with the recent studies, sebaceous glands may be 
derived from stem cells in the bulge area. The stem cells migrate to the boundary between hair follicles and sebaceous glands 
to differentiate into progenitor cells and localize. Then, the progenitor cells may migrate to sebaceous gland tissues as neces-
sary, followed by proliferation and differentiation. At the same time, the cells may synthesize lipid and finally rupture, pro-
viding the epidermis with sebum. If further researches can identify the mechanism underlying the turnover of sebaceous 
glands, it will someday enable us to control sebaceous gland activity.
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は じ め に

皮脂腺は，種々のホルモンの影響を受けることで，増
殖，分化そして脂質合成を行い，皮膚表面に脂質を供給
していると考えられている。この皮脂腺細胞の一連の恒
常性について詳細に見ていくと，まず皮脂腺の周りを
覆っている周辺細胞が増殖，分化することで皮脂腺細胞
（分化細胞とも呼ばれる）へと分化することが報告され
ている。また，この分化した皮脂腺細胞が，徐々に脂質
を合成・蓄積し，最終的に細胞死により細胞が崩壊し，
ホロクリン分泌により脂質が分泌されると考えられてい
る1）。この一連の過程が皮脂腺のターンオーバーとして
現在も研究が進められている （Fig. 1）。たとえば，これ
までの研究より皮脂腺のターンオーバーは 21–25日であ
ることが報告されている2）。このような皮脂腺のターン
オーバーは表皮のターンオーバーと類似しているが，そ
の詳細なメカニズムに関してはいまだ不明な点が多い。
特にターンオーバーには，もととなる前駆細胞，あるい
は幹細胞の存在が必要だが，①皮脂腺細胞の起源となっ
ている前駆細胞は皮脂線付近に存在しているという考え
と，②バルジに存在する幹細胞が皮脂腺に寄与するとい
う 2つの仮説があり，実際どの細胞がどのように皮脂腺
のターンオーバーに関与しているのかは明らかにされて
いなかった。しかしながら近年の研究から，これら 2つ
をつなぐ皮脂腺の前駆細胞または幹細胞に関する新しい

知見も増えてきており，皮脂腺のターンオーバーのメカ
ニズムが少しずつ明らかとなってきている。本稿では，
これまでに報告されている代表的な皮脂腺の前駆細胞ま
たは幹細胞の研究について，マーカーに注目してその知
見をまとめる。

1.　Blimp13）

Horsley et al.は，Blimp1が皮脂腺と毛包の境界領域に
存在する細胞で発現しており，この Blimp1陽性細胞を
起源としたその後の細胞の系譜を追跡した結果，皮脂腺
細胞へと分化することを明らかにした。さらに単離培養
の実験から Blimp1陽性細胞は，Blimp1を発現しない同
領域の細胞に比べ，皮脂腺細胞への分化能が高いことか
ら，Blimp1は皮脂腺の前駆細胞または幹細胞としての
マーカーであることが示唆された。さらに，Blimp1を
ノックアウトしたマウスでは，細胞増殖を促す c-Mycの
発現増加とそれに伴う皮脂腺細胞の異常増殖や，皮脂腺
の肥大が見られた。これらの結果より Blimp1は，c-Myc
の発現を抑えることで，その細胞を休止期にとどめる役
割を果たしていると考えられている。なお，この Blimp1
発現細胞は，毛包と皮脂腺の境界領域（バルジ上部）に
存在しており，現在のところ皮脂腺の前駆細胞として存
在しているのではないかと考えられている（Fig. 2）。
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